
まちづくりベース
 UDO Town Development Base
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第 1回　2023 年 7月 1日　（土曜）　午後 14：00 -17:00
　主な内容「レクチャー：中長期的な課題について /ワークショップ : 課題点の挙げ出し」
第 2回　2023 年 7月 29 日（土曜）　午後 14：00 -17:00
　主な内容「ワークショップ：課題点を踏まえた中長期・超長期的なビジョンの創造」
第 3回　2023 年 9月 30 日（土曜）　午後 14：00 -17:00
　主な内容「発表会：中長期・超長期的なビジョンに向けて自分・自分達ができること」
第 4回　2023 年 10 月 28 日（土曜）午後 13:00-15:00　（個別で相談がある方のみ参加）

注：定員 30人程度（応募者多数の場合は、主催者側にて選考させていただきます。）

◯ 有度生涯学習交流館（電話：054-345-4886/ 住所：静岡市清水区草薙一里山３－１）

● 参加可能対象：大学生から高齢の方まで

主催：有度生涯学習交流館 /共催：有度地区連合自治会 , 有度地区まちづくり推進委員会
協力：一般社団法人 草薙カルテッド

●参加申請方法

人生 100 年時代。みなさんは、どこで、どのように暮らしていきたいですか？
健康寿命が伸びている当時代においては、自分たちが住みたいと思う「まち」を、自分たちの手でつくってい
くことが出来る時代になってきています。まずは身の廻りの小さなことから始め、さらには多くの方と連携し、
活動を積み重ねていくことによっては、5 年後、10 年後、数十年後には最も住み続けたいと思うまちになって
いることでしょう。
静岡市清水区有度地区を対象として実施する「UDO まちづくりベース」では、そのようなまちづくりをしてい
くためのきっかけづくりや、学びの機会、そしてまちづくりに関心がある人同士の交流の機会を、令和 4 年度
から 3ヵ年かけて提供していく予定です。
UDO まちづくりベースの 1 年目に開催した内容を振り返ると、現在および短期的な課題やビジョンの検討が多
い傾向がありました。そこで、2年目となる令和 5年度おいては「中長期・超長期的な課題やビジョン」をテー
マとして、特に「災害・エネルギー・環境・食料・文化など」について検討したいと思います。中長期・超長
期的なビジョンを創造し共有することによっては、時間をかけてまち全体で取り組んでいくべきことや、各個
人のライフスタイルに盛り込んで反映させていった方が良いことを考えられる機会になると思います。

● ファシリテーター：　横浜国立大学・准教授　志村真紀　（静岡市清水区有度地区出身）

・静岡市清水区有度地区に住んでいる方、学んでいる方、働いている方
・有度地区にて事業を実施している企業・行政・活動団体の方
・有度地区あるいは静岡市が出身の方
・近い将来、有度地区あるいは静岡市内に住みたい、学びたい、働きたいと思っている方
（＊高校生で参加希望の方は、保護者からの承諾を頂いてください。）

＊開催場所：有度生涯学習交流館

* 参加申請フォームを通じた入力や申請が難しい方は、
  有度生涯学習交流館の窓口や電話を通じてお申込みください。

参加申請フォーム：　https://forms.office.com/r/mPeFFx17Kj

● ワークショップ開催日

＊受講料：無料 /申込締切：6月 18（日）
下記の「参加申請フォーム」、あるいは有度生涯学習交流館の窓口や電話を通じて、参加の旨を申請をしてください。
応募者多数だった場合の選考結果も含めて、第 1回目が始まる前に下記フォームに記載されたメールアドレス（あ
るいは 電話先）へと、主催者側から第 1回目の開催のご連絡をいたします。

UDO

* 当講座は、令和 5年度から「静岡シチズンカレッジ こ・こ・に」の専門課程に位置付けられています。



●有度人材育成事業：「UDOまちづくりベース」の目的・ねらい
・地域課題への気づきや関心を促す講座を行い、地域に関心をもっていただくこと。
・地域には皆さんの経験を生かせる場があること。
・関心を示された方々が実際に活動を行い、地域に関わる機会を主体的に設けること。
・今後の活躍する人材の発掘や活動の後押しし、まちづくりに関わる実践活動や組織づくりができる人、
  さらにはリーダーを育てていくこと。

ファシリテーター：横浜国立大学・准教授　志村真紀（静岡市清水区有度地区出身）

所属：横浜国立大学 地域連携推進機構  地域実践教育研究センター
専門：まちづくり , 地域・都市デザイン,  建築意匠 , デザイン学
委員：静岡市都市再生整備計画事業評価委員長, 静岡市中心市街地活性化協議会 委員,  等

【おすすめ参考図書】　興味ある本をぜひ読んでみてください。

● LIFE SHIFT  ──100 年時代の人生戦略
リンダ・グラットン、アンドリュー・スコット著、池村千秋 訳、東洋経済新報社、2016 年

他のどの国よりも平均寿命が長い日本では、2007 年に日本で生まれた子どもの半分は 107 年以上生きることが予想されてい
ます。また、現在高齢の方も健康寿命が伸びており、人生 100 年時代が現実味帯びた時代になってきています。このような時
代に生きるみなさんは、今後どんな風に人生を過ごしていきたいですか？　本著を読むことによっては、人生 100 年時代の新
しい価値観に関する情報を得て、今後の学び方、働き方、住まい方、そして無形資産（友達やコミュニティ）や変身資産の形
成の必要性について考えるきっかけになるでしょう。（* 本著は 400 ページほどあるので、YouTube 上にアップされている要
約された動画や漫画等をまず視聴してみるのも良いかもしれません。）
　
● みんなのまちづくりゲーム in cities　── MINMACHI in cities

横浜国立大学 地域連携推進機構 地域実践教育研究センター + 南三陸研修センター 編、2022 年
横浜国立大学の地域学の授業を通じて、改良・改編を繰り返して教材開発してきたまちづくりゲームです。地域経済や地方財
政の専門知識も盛り込み、高校生、大学生、社会人（新人研修や企業研修の場など）の方を対象に、やや高度な次元でまちづ
くりをシミュレーションするためのゲームとなっています。住民や行政の各立場で、SDGs に紐づくエネルギー、アクション、
政策、ハプニングカードを選んでいくことで、自分たちが目指すまちづくりをどうやって進めていったら良いのか学ぶことが
できます。ゲームのルールは難しいですが、2~3 回ゲームをすることで慣れてきます。
（発売サイト：南三陸研修センターによるウェブサイトから購入できます。　https://ms-minmachi.com ）

● フィンランドでお神輿を　──新しい価値を生み出す場づくりの教科書 
蓬台浩明 著、プレジデント社、2020 年

浜松市北部の都田において、豊かな自然環境とゆったりとした時間のなかで魅力的なスローライフを創出している事例です。
スローライフを掲げ、日本の大工・棟梁による技術の伝承を大事にし、空き家などの改修物件も多く手掛けながら、2050 年
に到達目標となっているカーボンニュートラルが、都田のドロフィーズキャンパスの周辺では既に達成できています。1 企業
（1~2 名）から始めた取組みが、クライアントや地区内での信頼関係の構築を得ながら魅力ある地域の創出へとつながり、地
域イノベーションを起こした好事例とも言えるでしょう。まちづくりに関わりたい人をはじめ、現場リーダーや経営者の方に
も向いている本です。実際に、都田のドロフィーズキャンパスに行ってみるのがオススメです。

● ポートランド  ──世界で一番住みたい街をつくる
山崎満広 著、学芸出版社、2016 年

米国で一番住みたい街に選ばれたポートランドにおけるアーバンデザイン手法が紹介されています。ポートランドにはライフス
タイルを重視する人が多く、自然を愛し、環境にやさしいサステイナブルな活動をする人が多い、と言われています。郊外に広
がる畑においては有機栽培の野菜がつくられ、それらの野菜はポートランドのスーパーやレストラン、あるいは街のどこかで毎
日開催されているファーマーズマーケットで購入したり食することができます。その他にも、本著では人々が佇むストリートデ
ザインや、起業カルチャー、クリエイティブビジネスに関する専門的手法についても記されています。

● なぜイタリアの村は美しく元気なのか　──市民のスロー志向に応えた農村の選択
宗田好史 著、学芸出版社、2012 年

有度地区にも美しい風景がたくさんあります。本著では、イタリアの地方都市や農村部などにおけるアグリツーリズモ、スロー
フード、スローシティに関する事例や、農村における新鮮で健康的な食生活と贅沢な休日を過ごし方などの事例を挙げていま
す。また、本著の終盤には、著者の実家がある浜松市三ケ日において、　著者自身が蜜柑畑のなかで考えたことや、実際に取
り組まれている内容が少し掲載されています。


